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「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 12 条に規定する精神医療審査会に

ついて」の一部改正及び精神医療審査会の運営上の留意事項について

今般、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部を改正する法律（平成 25

年法律第 49 号）により精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25 年法律

第 123 号）が改正され、一部を除き、平成 26 年４月１日から施行されること等に伴

い、「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 12 条に規定する精神医療審査会

について」（平成 12 年３月 28 日障第 209 号厚生省大臣官房障害保健福祉部長通知）

別添「精神医療審査会運営マニュアル」を別添新旧対照表のとおり改正し、同日か

ら適用することとしたので、本改正に伴い各々定めている運営要綱等の見直しを行

うこと等により適切な実施に努められるとともに、関係機関及び関係団体に対して

周知徹底方お取り計らい願いたい。

また、精神医療審査会の運営上特に留意されたい事項について、下記のとおり周

知するので、その徹底が図られるよう努められたい。

なお、本通知のうち、「精神医療審査会運営マニュアル」Ⅴ及びⅥに係る改正部

分は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の９第１項及び第３項に規定

する都道府県及び指定都市が法定受託事務を処理するに当たりよるべき基準であ

り、その他の部分は、同法第 245 条の４第１項に基づく技術的助言であることを

申し添える。

記

一、精神医療審査会は、精神障害者の人権に配慮しつつその適正な医療及び保護を

確保するための機関であり、その審査の専門性及び独立性が保たれるよう十分配

慮し、精神障害者の人権擁護のために最大限の努力を払うこと。

二、精神障害者の人権擁護の観点から精神医療審査会における審査の迅速性を確保

することが重要であり、当該精神医療審査会における審査件数等に応じて、合議

体数の見直しを行うこと。特に退院等の請求等に係る審査については、請求等か

ら概ね１ヶ月以内に行うこととしているところであり、審査の質を確保した上で

迅速な審査を行うことができる合議体数の確保を図ること。


